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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月24日(2009.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＩＰマルチキャストネットワークを介して、ＩＰ放送サービスをＩＰ放送端末で受信する
ＩＰ放送受信方法であって，
前記ＩＰマルチキャストネットワークには、マルチキャストアドレスを示す映像を配信で
きるＩＰ放送サーバと、前記マルチキャストアドレスを保持しているＩＰ放送用マルチキ
ャストアドレス管理装置が接続されており，
前記ＩＰ放送端末は，ユーザから要求されたＩＰ放送チャネル識別子を含むクエリーメッ
セージを生成し、
生成した前記クエリーメッセージを前記ＩＰ放送用マルチキャストアドレス管理装置へ送
信し，
前記ＩＰ放送用マルチキャストアドレス管理装置から、前記クエリーメッセージに含まれ
た前記ＩＰ放送チャネル識別子に対応する前記マルチキャストアドレスを含むレスポンス
メッセージを受信し，
受信した前記レスポンスメッセージに含まれる前記マルチキャストアドレスを用いて、受
信を決定したマルチキャストグループへ映像受信要求メッセージを送信する
ＩＰ放送受信方法。
【請求項２】
請求項１記載のＩＰ放送受信方法において，
前記ＩＰ放送端末は記憶部を備えており，
前記ＩＰ放送端末は、前記レスポンスメッセージから前記マルチキャストアドレスを抽出
し、前記記憶部に前記ＩＰ放送チャネル識別子と前記マルチキャストアドレスの対応情報
を保存する
ＩＰ放送受信方法。
【請求項３】
請求項２記載のＩＰ放送受信方法において，
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前記ＩＰ放送端末は，
ユーザから入力された前記ＩＰ放送チャネル識別子に基づき，前記記憶部を参照して，受
信すべき前記マルチキャストアドレスを決定する
ＩＰ放送受信方法。
【請求項４】
請求項１記載のＩＰ放送受信方法であって、
前記ＩＰ放送受信端末は、
視聴している前記マルチキャストグループとは異なる、他のマルチキャストグループへ新
たな映像受信要求メッセージを送信した後、視聴している前記マルチキャストグループへ
映像受信キャンセルメッセージを送信する
ＩＰ放送受信方法。
【請求項５】
請求項１記載のＩＰ放送受信方法であって、
前記ＩＰ放送受信端末は、
新たに入力されたＩＰ放送チャネル識別子を含む新たなクエリーメッセージを、前記ＩＰ
放送用マルチキャストアドレス管理装置に送信し、
前記ＩＰ放送用マルチキャストアドレス管理装置から受信した、前記新たなクエリーメッ
セージに対応する新たなマルチキャストアドレスを受信し、
前記新たなマルチキャストアドレス含んだ、他のマルチキャストグループへの新たな映像
受信要求メッセージを送信した後、視聴している前記マルチキャストグループへ映像受信
キャンセルメッセージを送信する
ＩＰ放送受信方法。
【請求項６】
ＩＰマルチキャストネットワークを介して，マルチキャストグループから配信される映像
を受信する受信端末であって，
ユーザから要求されたＩＰ放送チャネル識別子を含むクエリーメッセージを生成する処理
部と、
前記クエリーメッセージを、前記ＩＰマルチキャストネットワークに接続され、前記ＩＰ
放送チャネル識別子とマルチキャストアドレスの対応を管理するＩＰ放送用マルチキャス
トアドレス管理装置に送信する送信部と、
前記ＩＰ放送用マルチキャストアドレス管理装置から、前記ＩＰ放送チャネル識別子に対
応する前記マルチキャストアドレスを示すレスポンスメッセージを受信する受信部とを有
し、
受信した前記レスポンスメッセージに示された前記マルチキャストアドレスを用いて、前
記送信部から受信を決定したマルチキャストグループへ映像受信要求メッセージを送信す
る
ＩＰ放送受信端末。
【請求項７】
請求項６記載のＩＰ放送受信端末であって、
前記ＩＰ放送チャネル識別子と前記マルチキャストアドレスの対応情報を保存できる記憶
部を更に有し、
前記処理部は、
前記レスポンスメッセージから前記マルチキャストアドレスを抽出し，抽出した前記マル
チキャストアドレスと，対応する前記ＩＰ放送チャネル識別子を前期記憶部に記憶する
ＩＰ放送受信端末。
【請求項８】
請求項７記載のＩＰ放送受信端末であって、
前記記憶部はキャッシュメモリで構成される
ＩＰ放送受信端末。
【請求項９】
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請求項７記載のＩＰ放送受信端末であって、
前記処理部は、
前記記憶部を用いて、入力された前記ＩＰ放送チャネル識別子に対応する前記マルチキャ
ストアドレスを決定する
ＩＰ放送受信端末。
【請求項１０】
請求項７記載のＩＰ放送受信端末であって、
前記処理部は、
前記マルチキャストアドレスを含んだ他のマルチキャストグループへ新たな映像受信要求
メッセージを送信した後、視聴している前記マルチキャストグループへ映像受信キャンセ
ルメッセージを送信するよう制御する
ＩＰ放送受信端末。
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